
第
一
章
　
戦
時
期
の
本
願
寺
の
あ
ゆ
み

そ
の
概
要

◎
第
一
章
の
構
成

本
願
寺
史
料
研
究
所
が
編
纂
し
た
『
増
補
改

訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
（
本
願
寺
出
版
社
よ
り

刊
行
）
に
つ
い
て
、
今
号
で
は
第
一
章
の
概
要

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
半
世
紀
ぶ
り
の
増
補
改

訂
と
な
っ
た
『
本
願
寺
史
』
に
お
い
て
、
特
に

第
４
巻
は
、
旧
版
を
引
き
継
ぐ
新
し
い
時
代
、

勝
如
宗
主
の
継
職
か
ら
概
ね
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
ま
で
を
対
象
と
し
、
第
一
章
で
は
、
戦

時
期
の
本
願
寺
の
歩
み
に
つ
い
て
叙
述
し
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
構
成
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

一　

勝
如
宗
主
と
そ
の
時
代

二　

勝
如
宗
主
伝
灯
奉
告
法
要

三　

組
織
改
革

四　

報
国
信
仰
運
動

五　

主
な
法
要

六　

戦
時
教
学

七　

仏
教
婦
人
会
・
仏
教
青
年
会
・
日
曜

学
校

八　

龍
谷
学
園

九　

社
会
事
業

一
〇　

海
外
開
教
区

一
一　

融
和
運
動

◎
戦
時
期
　
宗
門
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

こ
こ
で
は
、
戦
時
期
を
、
お
お
む
ね
１
９
３

１
（
昭
和
６
）
年
９
月
18
日
に
、
関
東
軍
参
謀

ら
に
よ
る
中
国
東
北
部
奉
天
郊
外
の
柳
条
湖
で

の
鉄
道
爆
破
を
き
っ
け
に
満
州
事
変
が
始
ま
っ

た
頃
か
ら
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
の

敗
戦
に
い
た
る
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
15
年
戦

争
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
時
期
と
も
言
い
ま

す
。
こ
の
間
、
軍
部
が
政
治
の
主
導
権
を
持

ち
、
事
実
上
政
党
内
閣
は
弱
体
化
し
て
し
ま
い

ま
す
。

政
府
は
１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
４
月
に
国

家
総
動
員
法
を
公
布
し
て
、
国
民
経
済
・
生
活

の
統
制
を
強
化
し
、
翌
年
４
月
に
宗
教
団
体
法

を
制
定
し
て
宗
教
団
体
へ
の
統
制
を
強
化
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
を
公
布
し
て
、
総
力
戦

体
制
を
つ
く
り
、
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
12

月
に
は
対
米
英
蘭
へ
の
開
戦
を
決
定
し
ま
す
。

そ
し
て
、
１
９
４
５
年
６
月
沖
縄
で
の
日
本
軍

の
組
織
的
抵
抗
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
米
軍
に
よ
る

８
月
６
日
広
島
へ
の
原
爆
投
下
、
９
日
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
に
い
た
り
、
14
日
の
御
前
会
議
で

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
を
決
定
し
て
、
翌
15
日

に
天
皇
は
戦
争
終
結
の
詔
書
を
放
送
し
ま
し

た
。
９
月
２
日
に
日
本
は
、
米
艦
ミ
ズ
ー
リ
艦

上
で
降
伏
文
書
に
調
印
し
ま
す
。

第
一
章
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
刊
行
に
あ
た
っ
て
（
第
２
回
）
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▼
一
　
勝
如
宗
主
と
そ
の
時
代

勝
如
宗
主
は
、
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
11

月
１
日
に
誕
生
し
、
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年

５
月
に
法
統
の
継
承
・
家
督
の
相
続
・
伯
爵
の

襲
爵
を
し
ま
す
。
戦
時
と
い
う
歴
史
環
境
の
も

と
で
宗
主
は
青
年
期
を
歩
ま
れ
、
１
９
３
１

（
昭
和
６
）
年
11
月
の
御
成
年
奉
告
法
要
、
２

度
の
延
期
を
経
て
１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
４

月
に
伝
灯
奉
告
法
要
を
修
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
宗
主
は
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
１
月

入
隊
し
て
兵
役
に
つ
き
、
除
隊
後
、
国
内
外
の

各
地
へ
巡
教
し
、
再
び
召
集
を
受
け
、
除
隊
後

宗
務
に
専
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
間
、
宗
主
は
嬉よ
し

子こ

裏
方
と
結
婚
さ
れ
、
嬉
子
裏
方
は
仏
教
婦
人

会
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
宗
主
の
両
親
、

大
谷
光
明
・
紝き
ぬ

子こ

夫
妻
の
歩
み
も
叙
述
し
て
い

ま
す
。

▼
四
　
報
国
信
仰
運
動

教
団
は
、
忠
君
愛
国
の
も
と
皇
国
に
奉
公
・

貢
献
す
べ
く
、
政
治
社
会
の
状
況
に
対
応
し

て
、
教
団
を
構
成
す
る
僧
侶
・
門
徒
な
ど
を
対

象
に
組
織
的
な
信
仰
運
動
を
、
毎
年
名
称
を
変

え
て
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。
１
９
３
７
（
昭

和
12
）
年
９
月
に
本
派
本
願
寺
国
民
精
神
総
動

員
運
動
提
要
を
発
表
し
て
運
動
を
開
始
し
、
そ

の
後
興
亜
促
進
運
動
・
堅
信
報
国
興
亜
生
活
運

動
・
大
政
翼
賛
興
亜
生
活
運
動
・
大
詔
奉
戴
興

亜
報
国
運
動
・
大
詔
奉
戴
興
亜
報
国
運
動
・
戦

時
宗
教
教
化
運
動
な
ど
と
教
団
を
あ
げ
て
の
報

国
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
報
国
信
仰

運
動
か
ら
、
総
力
戦
下
の
も
と
で
の
教
団
の
信

仰
運
動
の
歩
み
の
事
実
を
つ
ぶ
さ
に
知
り
、
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
六  

戦
時
教
学

政
府
の
国
威
発
揚
・
国
体
主
義
の
も
と
、
教

団
に
と
っ
て
大
切
な
聖
教
の
文
言
へ
の
、
内
務

省
や
文
部
省
な
ど
か
ら
介
入
を
契
機
に
聖
典
削

除
問
題
、
教
科
書
『
真
宗
要
義
』
改
訂
が
生
じ
、

「
聖
教
の
拝
読
な
ら
び
に
引
用
の
心
得
」
作
成
、

配
布
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
教
団
の
対
応
へ
の

厳
し
い
批
判
も
起
こ
り
ま
し
た
。
同
時
に
戦
時

に
即
応
す
る
教
学
の
形
成
が
本
格
化
し
て
、
１

９
４
４
（
昭
和
19
）
年
４
月
に
は
戦
時
教
学
指

導
本
部
が
発
足
し
ま
す
。
戦
時
教
学
と
は
、
ど

の
よ
う
な
過
程
で
形
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
教

学
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
教
学
は
ど
の
よ
う
な

は
た
ら
き
を
し
た
の
か
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

本
年
は
、
戦
後
80
年
を
迎
え
ま
す
。
武
力
衝

突
や
紛
争
が
絶
え
な
い
国
際
情
勢
か
ら
日
本
は

「
新
た
な
戦
前
」
に
入
っ
て
い
く
と
も
語
ら
れ

始
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
第
一
章
か

ら
戦
時
期
の
政
治
状
況
と
教
団
の
諸
事
実
を
知

り
、
学
び
な
が
ら
、
歴
史
認
識
を
改
め
て
確
認

し
て
、
非
戦
・
平
和
へ
の
願
い
を
共
有
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

本
願
寺
史
料
研
究
所

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻　

８
８
０
０
円
（
税
込
・
送
料
別
）

Ａ
５
判
、
908
ペ
ー
ジ　
　
　

 　
　

※
ご
注
文
は
本
願
寺
出
版
社
ま
で
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